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シリーズ刊行趣旨

「ネイチャー・アンド・ソサエティ研究」は、自然災害への備えと対応、

環境と開発、人口増加と食糧、持続的な資源利用、環境変化と生存などの

世界が抱えているさまざまな問題の把握と解決に関心を寄せている。この

ためには、地理学が持っている自然と社会との総合性を追及することが不

可欠であろう。これらの背景のもと、本シリーズの編者らが発起人となり

2007年に日本地理学会に「ネイチャー・アンド・ソサエティ研究グループ」

が設立された。2000年以降に、生き物や環境問題などを対象とする若手の

地理学研究者が多くなったこともその機運となった。最近の地理学界では、

対象とする地域や生業を超えて、人間－自然の相互関係をめぐる対話が活

発になっている。グループでは発表や議論を通じてこうした話題や研究成

果を蓄積してきた。

この成果をふまえ、本「ネイチャー・アンド・ソサエティ研究」シリーズ

は、地球上の各地に生きる人々が形成してきた人間－自然の相互関係を総

合的に解明することを目的とし、『自然と人間の環境史』、『生き物文化の地

理学』、『身体と生存の文化生態』、『資源と生業の地理学』、『自然の社会地

理』の5巻で構成している。地理学を中心に、地域研究、人類学、社会学、

農学、林学などを専門とする多分野の研究者が最新の知見をもとに執筆し

ている。

本シリーズの刊行を契機に、従来の学問の枠を超え、人間－自然の相互

関係を研究することの大切さと楽しさをアピールし、ネイチャー・アンド・

ソサエティ研究をみなさんと共に発展させていくことができれば望外の喜

びである。

「ネイチャー・アンド・ソサエティ研究」シリーズ編者一同　

（編者を代表して：横山　智）　
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は じ め に

自然は誰のものか、自然をどう守るべきか（どう利用すべきか）、人と自然は

いかなる関係にあるのか（いかなる関係であるべきか）、……といった、発する

のは容易ながら、答えを簡単に見いだせない問いに対して、さまざまな学問分

野から接近が試みられている。そもそも、この問いは学問的な関心にとどまる

ものではなく、「環境の世紀」とされる現代の社会における普遍的な問題でも

ある。本書は残念ながら、これらの問いに直接答えを出すものではないが、地

理学の立場から、これらの問題に対してどのようにアプローチされているのか

を紹介し、今後の議論を深めるための問題提起をすることを狙っている。

本書をまとめるに至った理由や背景については、シリーズ刊行の趣旨や次の

序章で述べている。ここでは本書の構成と簡単な内容紹介をしておきたい。

本書では、自然と社会の関わりについて、「自然の地理学」（序章）と称され

る近年の研究動向をふまえて、3つの切り口からアプローチする。第Ⅰ部では、

立場を異にする主体間の自然認識の違いやそれを背景とする政治過程、および

その結果（と問題点）に焦点を当てた「自然と環境をめぐるポリティクス」を論

じる。第Ⅱ部では、自然と地域社会の関係をどのように認識・表象するのかに

注目し、それが社会運動や地域づくり活動の中でもつ意味・役割を論じた「自

然の社会的構成と地域」を扱う。第Ⅲ部は「グローバル化のもとでの食と環境」

とし、資本主義と自然、ハイブリッドな自然の問題と関連づけ、食と農、およ

びそれに伴う廃棄物やその循環、環境負荷という切り口から、環境と地域社会

の関わりを論じる。食や農の問題は、グローバル化が進む社会における人と自

然を考える重要な視点であり、日本でも一定の方向性をもって議論が重ねられ

ている分野である。

第Ⅰ部「自然と環境をめぐるポリティクス」は 3 章よりなる。第 1 章「大地

はだれのものか?」（小野）は、植民地化をキーワードとして水俣や福島にも言及

しつつ、アイヌの権利回復が直面する問題やその根深さを論じる。ここで投げ

かけられるのは、少数民族問題を他国のことのように意識している者にとって
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ハッとさせられる指摘である。第2章「原生自然の保全・保護と人種」（石山）は、

米国のデス・バレー国立公園を舞台に展開される先住民と国立公園管理者や研

究者、自然保護団体等との関係とその変化を明らかにする。長年不法占拠者と

して周縁に追いやられていた先住民族の存在を認め、国立公園の協同管理を模

索し始めたデス・バレー国立公園のこれまでと新たな問題をまとめている。こ

れと異なる視点から国立公園等の自然保護区を取り上げた第3章「ヨーロッパ

における広域自然保護区と観光レクリエーション」（フンク）では、主にイギリ

スとドイツの保護区制度とその観光利用を、一般市民の自然へのアクセス権と

の関連から論じた。

第Ⅱ部「自然の社会的構成と地域」も自然をめぐる政治を扱うが、ここでは

自然が社会にどのように認識・表象され、そのことが地域にどう影響を及ぼす

のかを検討する。第4章「環境運動における場所と空間」（淺野）は、韓国の大

規模干拓事業を事例として、開発反対運動の論理と運動を支持する地域の空間

スケールとの関係、ならびに開発問題論争における「持続可能な開発」概念の

使われ方について論じる。第 5 章「基地問題をめぐる人々と環境のかかわり」
（中島）では、沖縄の米軍基地移設問題を取り上げ、移設論争の渦中にある辺野

古地区において、住民とその生活環境の結びつきが国家と地域社会の不均衡な

力関係のもとで破壊され、改変されていく過程を明らかにする。その過程は生

活環境や生命の価値が、その他の価値とバーター化されることによって押し進

められる。第4・5章は開発への反対運動を対象にしたが、自然の意味が市民・

住民運動の中で問われ、新たな価値を生み出して地域社会に反映されるのは、

権力に対抗する場合ばかりではない。地域の環境再生や地域づくり活動が、住

民参加・住民主導により行われる場合にも、自然や環境の表象は重要な意味を

持つ。第6章「大型鳥類の保全を軸にした地域づくり」（菊地）では、兵庫県豊

岡市でのコウノトリと、北海道鶴居村のタンチョウヅルの保護活動と、これら

軸にした地域づくり活動を、大型鳥類を「環境アイコン」ととらえる視点から

比較検討する。

第Ⅲ部「グローバル化のもとでの食と環境」では 4 つの論考をとりあげる。

第7章「食のグローバル化とローカル食料供給体系」（伊賀）では、食のグロー

バル化にまつわる諸論点を概観した上で、金沢の味噌醸造業の事例に基づき、
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食料供給プロセスへのローカルな対抗の一端を明らかにした。第8章「スリラ

ンカの有機農業にみる世界の『南北問題』とそれへの挑戦」（河本）は、スリラン

カの茶生産に注目し、世界市場における有機農業の可能性と課題について、具

体的な事例調査をもとに論じた。第9章「ベトナムのエビ養殖と漁民コミュニ

ティの変化」（金・グエン）では、中部ベトナムのタムジャン・ラグーンで急速に

拡大したエビ養殖が伝統的な漁民コミュニティに及ぼした影響を明らかにする。

北海道（第1章）

アメリカ合衆国：
デス・バレー
国立公園（第2章）

ヨーロッパ：英独の
自然保護区（第3章）

大韓民国：
セマングム
干拓地（第4章）

沖縄県：辺野古（第5章）

兵庫県：豊岡市（第6章）

北海道：
鶴居村（第6章）

石川県：金沢市周辺（第7章）

スリランカ
（第8章）

ベトナム：タムジャン・
ラグーン（第9章）

神奈川県：綾瀬市から
三浦半島周辺（第10章）

　　（各章で言及する主なテーマ）

第Ⅰ部　自然と環境をめぐるポリティクス
　第1章　アイヌの権利回復
　第2章　原生自然の保護と先住民の権利
　第3章　欧州の自然保護と観光利用

第Ⅱ部　自然の社会的構成と地域
　第4章　開発と市民運動／持続可能な開発
　第5章　基地反対運動と生活環境と自然
　第6章　野生動物との共存と地域づくり

第Ⅲ部　グローバル化のもとでの食と環境
　第7章　ローカル･フード･システム
　第8章　南北問題と有機農業
　第9章　エビ養殖によるコミュニティ変容
  第10章　循環型社会における静脈産業

本書で取り上げたテーマと地域
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第10章「大都市近郊における廃棄物の堆肥化とその活用システム」（佐々木）は、

食料生産そのものではないが、生産に必ず伴う廃棄物の問題を、三浦半島近辺

における堆肥利用の広域的な循環ネットワークを事例に論じている。食に関す

る静脈産業部分に注目することは重要な視点であり、時に理想化して描かれる

こともある循環型社会の現実の一端を明らかにすることは、社会と環境のあり

方を考える上で大事な試みといえる。

以上、本書の各章の簡単な位置づけを行ったが、これだけで、多様な自然と

社会の関係の議論をカバーしうるとは到底思っていない。しかし、本書の編集

に携わり、思っていた以上に、自然と社会の関わりを主題としうる地理学研究

がなされていることに気付いた。これまで、あまりそういう目で地理学の研究

動向をとらえてこなかったのではないだろうか。今後、自然と社会の関わりと

いうテーマを意識した研究の連携・深化や、研究者相互の交流を広げていくこ

とも必要であろう。本書がなんらかの刺激になって、人と自然に関わる研究が

さらに発展していくことを期待したい。

（淺野敏久、中島弘二）　
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自然の地理学
自然と社会の二元論を越えて

0.1　人と自然の関わりをとらえる上での「社会」

地球温暖化、森林破壊、砂漠化、海洋汚染、生物多様性の喪失など、現代社

会は、これまでの人類が経験したことのない地球規模での環境変化に不安を感

じている。自然や環境への不安は、なにも地球規模の話だけではなく、洪水や

土砂崩れ、火山災害、地震など、身近な世界の話でもある。なにより2011年

3 月 11 日の東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故は、日本人の

みならず、世界の人びとに自然の驚異を痛感させ、エネルギー利用のあり方を

含む環境に対する意識変化を強いることになった。21 世紀は環境の世紀だと

いわれてきたが、今となってはこれまで以上に、人と自然の関わり方を問い直

し、それを行動に繋げていくことが求められる。

本シリーズを企画したのは震災前であったが、その時ですら人と自然の関わ

りを問い直すべきだという思いや、人と自然の関係をあらためて現代地理学の

主題にしたいという思いをもっていた。今や、これらを避けて学問の社会的責

任を果たせなくなったように思う。

高度成長期の公害問題に、日本の地理学は積極的にアプローチすることな

く、その後の人文・社会科学系の環境研究の中で明確な地位を築くことができ

なかった。かつて「環境の学」でもあった地理学のありようとしては口惜しい

ことである。伊藤（2003）は環境研究ではない環境問題研究が少ないことの背景

を論じた。小泉（1996）や小野（2006a）はそのような状況に対して苦言を呈して

いる。ただし、公害に焦点をあて問題提起をしたり、運動に関わったりする研

究者がいなかったわけではなく、河野（1969、1976、1980）や森滝（1970、1971）

などにみられるように公害問題を意識した研究・実践はあった。しかし、それ

序　章
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第Ⅰ部

自然と環境をめぐるポリティクス

デス・バレー国立公園内に住み続けるポーリン・エスティーブス（元ティンビシャ・
ショショーニ部族長）の自宅。彼女は、自らの故郷であるこの土地を動かず、退去
を求めるアメリカ政府が2000年に部族居留地の設置を認めるまで、70年近くにわ
たりひたすら闘い続けた。（第2章参照。鎌田  遵 撮影）
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大地は誰のものか？
自然と環境をめぐる日本のポリティクス

1.1　福島第一原発事故と水俣病

2011 .3 .11の 

東北地方太平洋沖大地震と、それにともなう巨大津波、および

 福島第一原発事故の発生を受けて、日本は大きな転換期を迎えている。福島第

一原発の事故をもたらした要因と、事故後の対応を分析することは、自然と環

境をめぐる日本のポリティクスを考えるうえで、今後、きわめて重要な課題と

なるであろう。

大地震や津波が起きる可能性やそのリスクについて、多くの専門家が警

告を発していたにもかかわらず、政府や東京電力はそれを無視してきた（石

橋 2012）。さらに事故後すでに1年以上を経過しながら、おそらく地震動その

ものによる配管などの損傷（田中 2011）や、炉心溶融による圧力容器そのもの

損傷によって、1‒4号炉は、そもそも本来の冷温停止が不可能な状況におかれ、

依然として放射性物質の流出が続いている（後藤 2011）。しかし政府や東京電力

は事故があたかも収束されつつあるような言説を流しつづけ、すべての電力会

社は、停止している日本全国のほかの原発を再稼働させようとしているのであ

る。

地元の福島県では放射線量が高く、とくに子どもや若い女性にとっては健康

リスクが大きい状態が続いている（西﨑・照沼 2012）。しかし、学校や学級ぐる

みの疎開や避難は行われていない。それどころか、市民団体によるそのような

動きはむしろ抑圧されている。筆者が2011年 3月に立ち上げた東日本大震災

被災者支援ネットワーク・札幌 「むすびば」の活動を通じてもこのことは強く

意識される。住民を高い健康リスクにさらしながら、安全であるとしてそれを

放置する政府や企業の対応は、1956 年に公式発見された 水俣病の歴史の繰り

第1章
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原生自然の保全・保護と人種
デス・バレー国立公園を事例に

2.1　はじめに

全米最大の規模を誇る デス・バレー国立公園（写真2‒1）は、アメリカ合衆国
（以下  アメリカ）の西部に広がる砂漠地帯を縦断する広大な渓谷で、カリフォル

ニア州とネバダ州をまたぐ13,158 km2 を占めている（図2‒1）。デス・バレーは、

国定史跡に指定された 1933 年、 国立公園局（NPS）の管理下に置かれるように

なった。同公園の目玉ともいえるバッド・ウォーターは、海面下86 mに位置し、

展望台から見下ろす谷底には、乾いた塩で真っ白に覆われる大地が果てしなく

続く。ゴールド・ラッシュの時代、極度の乾燥と熱気により命を落とす旅人も

第2章

写真2‒1　デス・バレー国立公園　（鎌田　遵 撮影）
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ヨーロッパにおける広域自然保護地区と
観光レクリエーション

3.1　はじめに

自然保護のために地区を指定するという考えは、1872 年のアメリカ合衆国

における 国立公園の設置まで遡ると、自然保護の歴史をまとめた文献でしばし

ば指摘される（例えば、Farsani et al. 2011: 71）。しかし正確にいうと、1872年に

始まったのは近代国家の法律に基づいた 自然保護地域の制度にすぎない。それ

以前に、聖なる場所という宗教的な理由や、入会地の共同管理のため、上流階

級が猟を楽しむ場所を確保するため、森林のような自然資源を回復させるた

めなど、世界中で様々な理由で自然保護地区の「指定」が行われてきた。ヨー

ロッパでは、王室や貴族が猟をする場所として利用が制限されたイギリスの

ニュー・フォレスト（New Forest）をはじめ、ポーランドのビャウォヴィエジャ

の森（Białowieża Forest）や旧東ドイツのドイツ社会主義統一党書記長が休暇を

楽しむために立ち入り禁止となり地図から消されたヴィルム（Vilm）島など、支

配層のために保護された地区が現在の自然保護地区の前身となっている例が少

なくない。また、森林資源を確保するために利用を制限する林業措置が、ドイ

ツなど一部の地域で18世紀後半には実施されるようになった。このような規

制が一部の社会階級のためではなく、一般市民が自由時間に自然を楽しめるこ

とを視野に入れて設定されるようになったことこそ、国立公園の革命的な側面

であったといえる。

一方、16 世紀からイギリスで始まる農地の 

囲い込みは入会地を個人の所有

物に変え、共同で利用できた空間が制限された。その結果、個人所有農地に対

してその上を歩くことや、キノコや木の実を収穫することなど、現在「 レクリ

エーション」とされる活動が不可能になった。近代農業の発展は自然へのアク

第3章
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第Ⅱ部

自然の社会的構成と地域

コウノトリを環境アイコンとして環境共生型の地域づくりが進められている。（第
6章参照。コウノトリの郷公園・三橋陽子 撮影）
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環境運動における場所と空間
韓国セマングム開発反対運動を例に

4.1　はじめに

自然や環境と社会との関わりを考えるにあたって、自然保護や開発反対を訴

える環境運動に注目することは重要である。例えば、 里山や 里海などの概念は

市民権を得て、その生態学的な価値や文化的な価値が認められ、それを保全し

活用することが社会的な課題になっている。しかし、このような認識は昔から

あったわけではないし、逆に突然生まれたものでもない。農村や漁村の日常的

な生活の営みは、里山や里海といった二次的な自然環境をつくり出したが、そ

れが生活・生産様式の大きく変わった現代において、新たな価値をもつ空間と

して保全・活用の対象となるには、価値観の変化を促した存在ないしは促す

きっかけを作った存在が必要であった。そのような存在の一つとして、農業者

や漁業者ではない、里山・里海のある地域に日常的に住んでいない人たちがい

る。彼／彼女らは、里山や里海の環境を守ろうと声をあげたり、「 よそ者」な

がらに雑木林の管理などの活動を行ったりといった行動を起こし、その意義を

自ら主張してきた。そして、マスコミや行政、研究者等はそれを支持した。全

国各地で生じたこうした積み重ねが、里山や里海に対する一般的な価値観の構

築に少なからぬ影響を与えてきたと考えるのは、それが全てではないとはいえ、

無理はないだろう。

また、社会的な関心を集める大きな出来事があると、対象となった自然に対

して、あるいは一般的な自然に対して、いろいろな意見や認識、関連する科学

的情報などが広く人びとに伝えられる。例えば、広大な干潟を埋め立てる行為

に対し、それを問題視する人が出てくると、 干潟のさまざまな価値や生きもの

の魅力がアピールされ、それまで干潟に関心や関わりがなかった人にも、干潟

第4章
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基地問題をめぐる人々と環境のかかわり
沖縄県辺野古の海上基地建設問題を事例として

5.1　はじめに

「そりゃ基地なんてない方がいいさ。だけどおれたちが基地建設に反対し

たって、政府が作ると言ったら作ってしまうよ。どうしようもないさ。」

上記の発言は、米海兵隊普天間飛行場の名
な

護
ご

市 辺
へ

野
の

古
こ

への移設に関して筆者

が 2006 年 9 月におこなった聞き取りにおいて辺野古在住の漁師（男性、30 代）

が答えてくれたものである。 基地建設に賛成するわけではないが、反対したと

ころで基地建設を止められないならば、少しでも良い条件で基地を受け入れる

しかないという意見はこの漁師に限らず多くの地元住民から聞かれた声である。

この発言には、

 米軍基地建設をめぐる国家と地域社会の関係が端的に表れて

いる。両者の圧倒的な力の差を前提とし

たうえで地域社会に基地建設の受け入れ

か否かの選択を迫るという構図は、見か

け上の公平性とは裏腹に、基地建設事業

が国家と地域社会との不均衡な力関係の

うえに成り立っていることを示している。

本章で検討を試みるのは、基地問題に端

的に示されるこのような開発をめぐる国

家と地域社会との不均衡な力関係の構造

と、それを乗り越えるための地理的な視

点の可能性である。

近年、日本の地理学においても軍事基

地や 軍事演習場をめぐる問題（以下、総 図5‒1　米軍普天間飛行場の移設計画案

那覇

名護

辺野古

キャンプ シュワブ
大浦湾

普天間飛行場

0 20 km

NN

第5章
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大型鳥類の保全を軸にした地域づくり
豊岡のコウノトリと鶴居のタンチョウ

6.1　はじめに

6.1.1　松の上の白くて大きな鳥

日本の伝統的な遊びである花札。その一枚に

「松と鶴」が描かれた札がある（図6‒1）。その鳥は

頭頂が赤い。 タンチョウだ。掛け軸やふすまなど

に描かれた、松の木に白くて大きな鳥が巣ごもり

をしている絵を見たことがある読者もいるだろう。

「松上の鶴」は、めでたいものとして親しまれて

きた。

ところが、タンチョウといったツル類は、草原

や湿地に暮らす鳥であり、木の上に巣をかけるこ

とはしない。体の構造からとまることができない

のである。では、松に巣をかける白くて大きな鳥

の正体は、一体何であろうか。

松に巣をかけている大きく白い鳥が写っている写真がある（写真6‒1）。頭頂

は赤くない。 コウノトリである。松に巣をかけているコウノトリを描いたもの

が、松上の鶴として、広く流通したのだろう。

松に巣をかけるのはコウノトリであるにもかかわらず、なぜタンチョウが描

かれるのだろうか。おそらく、作者は観察することなく、古くからのイメージ

に基づいて描いたのだろう。大型の白い鳥で、形態がよく似ているため、日本

ではコウノトリとツルはよく混同されていたのである。

明治後期から大正にかけて鉄道会社が作成した「鶴巣
す

篭
ごも

り汽車大割引」とい

図6‒1　花札（鶴と松）

第6章
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第Ⅲ部

グローバル化のもとでの食と環境

グローバルに流通する日本の味噌。（第7章参照。2012年3月、台北市内のスーパー
マーケットにて伊賀聖屋 撮影）
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食のグローバル化とローカル食料供給体系

7.1　はじめに

インドネシア産のエビフライ、モロッコ産のタコ、アメリカ産のとんかつ用

豚ヒレ肉、タイ産の焼き鳥。私たちの日々の食卓は世界各地のさまざまな食材

によって彩られている。大根おろしやわさびなどの和食の食材までもが今や海

外で生産されるようになっている。一方、日本からの食料輸出も近年急速に増

加しており、醤油や緑茶などはアジアのみならず欧米諸国へも供給されている。

このように日本を例にみただけでも、様々な国や地域が食を通じてグローバル

に結びついていることがよくわかる。食の領域においてグローバル化が進行し

ていることに疑いの余地はないだろう。

では、そもそもこのような 食のグローバル化はどのように進展してきたのだ

ろうか。いうまでもなく、それは、国際的食料貿易の政治経済的枠組みや各

国・各地域の食料構造が複合的に作用しあって進展する。そのようななか、と

りわけ今日の 

フードレジームにおいては、 


アグリビジネスと呼ばれる多国籍

企業がその推進に主導的な役割を果たすようになっている（フリードマン 2006）。

そこで本稿では、食のグローバル化の主たる担い手であるアグリビジネスに

焦点を当て、それがどのような手法によりグローバル食料供給体系の構築を

推し進めてきたのかを検討する。その際、グローバル化の弊害となる「 食の

自然的要素」がアグリビジネスによって収奪され、 食料供給プロセス（＝食料

の生産から消費にいたる一連の過程）が「 自然的

脱埋め込み」（natural/ecological 

disembeddedness）されるメカニズムに着目する（7.2）。

ここでいう自然的脱埋め込みとは、食固有の有機的要素（季節性、腐敗性な

ど）や食料生産を取り巻く自然環境（気候、地形など）が食料供給プロセスに与

第7章
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スリランカの有機農業にみる世界の
「南北問題」とそれへの挑戦

8.1　はじめに

8.1.1　世界の「南北問題」と有機農業

世界の「 南北問題」は、いわゆる 発展（開発）途上国、すなわち「南」の国々と、

いわゆる先進国、すなわち「北」の国々との間の、社会経済的な構造格差の問

題である（筆者は途上国および先進国という表現にも問題があると考えているが、

残念ながら一般化しているため、以降ではこれらを用いる）。これは、河本（2006）

でまとめたように、食や農の分野にも顕著に見られる。先進国の 多国籍企業主

導の下で、グローバルに フードシステムの再編が進んでいる。一方、アジアの

途上国を中心とした「 緑の革命」の積極的導入、すなわち 高収量品種の導入や

灌漑の普及等による生産量増大に代表される生産主義も浸透している。これら

はよいことばかりではない。家族農業経営が困難化したり、食料自給が衰退し

たり、貧富の差が拡大したり、 環境破壊が起きたりといった問題も各所で指摘

されている。

こうしたなか、食や農の質を求める動きが世界各地で生まれている。 有機農

業はその典型のひとつである。しかし、これらは現実にどの程度、グローバル

なフードシステムの形成や生産主義という世界の主流に対峙するものとして動

いているのだろうか。

本章では、途上国の事例としてスリランカをとりあげ、先進国を中心とした

グローバルなフードシステムの形成が進むなかで途上国の有機農業がどのよう

に展開しているのかを解明する。その際、有機農業の展開に関わる アクター
（主体）に着目して整理する。

途上国の有機農業に目を向けるのは、 

有機認証制度による「有機（オーガニッ
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ベトナムのエビ養殖と漁民コミュニティの変化

9.1　はじめに

ベトナムの英字新聞「Vietnam News（2012年 9月21日付）」によると、現在ベ

トナムは世界6位の海産物輸出国であり、世界有数の漁業国になっているとい

う。また、2011年には530万トンもの養殖を含む海産物を水揚げし、約61億

ドルの生産額を記録したという。今や ベトナムにおける漁業の比重は、この国

の3大輸出産業の一つにまで成長している。このようなベトナムにおける漁業

の好調をけん引しているのが、 ブラックタイガーや バナメイを中心とするエビ

養殖であり、本章の対象地域である タムジャン・ラグーンは 

エビ養殖の中心地

域の一つである。

本章の目的は、中部ベトナムのタムジャン・ラグーンで展開されているエビ

養殖の拡大が伝統的な漁民コミュニティに及ぼした社会的影響を明らかにし、

 共有資源としてのラグーンの管理の在り方について示唆を得ることである。主

な研究方法は現地での聞き取り調査であり、特に断りのない限り2007年から

2011年までの間に断続的に行った現地調査の結果に基づく。

9.2　タムジャン・ラグーンにおけるエビ養殖の概要

まず、本稿の対象地域であるタムジャン・ラグーンについて概観する。タム

ジャン・ラグーンは東南アジア最大の 

ラグーンの一つで、ベトナム中部の フエ

省に位置する。ラグーン全体の面積は約22 ,000 haで、北西から東南に細長い

形をしており、長径は約70 kmに及ぶ（図9‒1）。ラグーン沿岸の約6,140世帯

が漁業に従事しており、そのうち約900世帯が何らかの形でラグーンでの船上
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大都市近郊における廃棄物の堆肥化と
その活用システム

10.1　はじめに

「消費は美徳」と言われた時代、経済システムにおける 廃棄物の存在には目

を向けないどころか、認識もされなかったのではないだろうか。それが廃棄物

の

 不法投棄や 悪臭、 最終処分場不足、ひいては 有害物質の発生など廃棄物の処

理に関する様々な環境問題が深刻化し始めてようやく、廃棄物はやっかいもの

として認識されるようになった。1990～2000年代にかけて、環境規制に関す

る法的体制が整えられ、現在では廃棄物の リサイクルや有効利用など 持続的社

会への移行が図られている。

社会経済システムは、生産システム（動脈産業）と廃棄・再生システム（ 

静脈産

図10‒1　廃棄・再生システムの位置づけ　筆者作成。
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索引・用語解説

略　　語

BSE（牛海綿状脳症）／206, 210
ESD（持続発展教育）／254   地球的規模で

の持続可能な社会の構築を目的とした
教育を指す。Education for Sustainable 
Developmentの略称。2002 年のヨハネ
スブルグ・サミットで日本政府がNGOと

「国連ESDの 10 年（2005 -14 年）」を共同
提案したことから始まる。ESDはユネス
コにより提唱され世界各地で推進されて
いる。日本では、外務省が「持続可能な
開発のための教育」を定訳としてきたが、
2008年の教育振興基本計画で「持続発展
教育」と訳し変え、その後の学習指導要
領に盛り込まれるようになった。［河本］

FAO（国際連合食糧農業機関）／249
IFOAM（国際有機農業運動連盟）／246
IPM（総合的病害虫管理）／249
IPNS（総合作物栄養システム）／249
IUCN（国際自然保護連合）／58, 95, 175
LTTE（タミル・イーラム解放のトラ）／231
Natura 2000／108
Natura 2000ネットワーク／109
NGO（非政府組織）／228 , 233 , 242   Non-

Governmental Organizationの略称。政
府以外のすべての組織を指す。ただし、
設立や運営管理面で政府からの独立性が
あり、かつ営利目的でない民間組織を指
すことが多い。1945 年に国際連合憲章
で使用されてから広まった。政府系の組
織よりも、活動に機動性や柔軟さ、きめ
細かさなどを持ちやすいのが特長である
が、持続性が課題となっている場合もあ
る。［河本］

NIMBYシンドローム／144   迷惑施設の立
地をめぐる議論で、施設の必要性は理解
するが自分の居住地の近くにはもってき
てほしくない（Not In My Backyard）と

いう主張を指して「NIMBYシンドロー
ム」と呼ぶことが多い。しかしこのよう
なとらえ方は、迷惑施設の公共性（本当
に必要なものなのか）や、立地の偏在性

（人口希薄地域への集中）に対する理解を
欠いている場合も多い。［中島］

NPO（非営利団体）／187
O-157（腸管出血性大腸菌）／210
SACO（沖縄に関する特別行動委員会）／145
SACO関係事業／152

ア　　行

アイヌ・エコシステム／55
アイヌ語地名／54
アイヌ地／48
アイヌ文化振興・研究推進機構／65
『アイヌ民族：歴史と現在』／61
アイヌモシリ／44
悪臭／273
アクセス契約／99
アクセス権／95, 97, 99
アクター／227, 297
アクターネットワーク論／25, 29
アグリビジネス／205   一般的には、農業

資材産業、食品加工産業、外食産業、中
食産業、流通業などの食料関連産業、も
しくはそれらを構成する企業のことを指
す。ただし、論者によってその定義が少
しずつ異なる。［伊賀］

アグロフォレストリー／238
アボリジニ／57
アメリカの環境運動／72
争われた自然／20
安全保障／144

イエロー・ストーン／74
生き物ブランド農産物／184   有機農法や減

農薬農法などにより、環境への負荷を
減らし、生物多様性を豊かにすること
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